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部門 土壌・肥料 対象 研究 

課題名：スマートフォンで利用できる施肥設計支援システムの開発 

［要約］堆肥や有機質資材の肥効率を考慮しながら各種資材の施用量がスマートフォン

で簡便に算出、表示できる施肥設計支援システムを開発した。施肥計算は窒素で最適化

する仕様とし、施肥コストの計算や計算結果の比較表示ができ、結果画面を PDF 形式で

保存可能な仕組みである。 

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ 施肥設計、化学肥料、家畜ふん堆肥、施肥コスト、スマート農業 

実施機関名 主  査 農林総合研究センター 最重点プロジェクト研究室 

 協力機関 農林総合研究センター 土壌環境研究室、担い手支援課、 

安全農業推進課、畜産課 

実施期間 ２０２３年度 

［目的及び背景］ 

急激な円安による調達コストの上昇等により肥料価格が高騰し、生産者の経営に影響

を及ぼしている。農林水産省が策定した「みどりの食料システム戦略」では、農業の生

産力向上と持続性の両立実現のために環境負荷軽減を目指し、化学肥料の低減目標が掲

げられている。そこで、化学肥料の低減や施肥コストの削減を図るために、化学肥料の

窒素量及び堆肥や有機質資材の肥効率を考慮しながら、各種資材の施用量をスマートフ

ォン等で生産者が簡便に算出できる施肥設計支援システムを開発する。 

 

［成果内容］ 

１ 施肥設計支援システム（以下、施肥アプリ）は、ユーザーの利便性を考慮して、ス

マートフォン等で利用可能なウェブアプリケーションとして構築した（図１）。 

２ 千葉県堆肥利用促進ネットワークと施肥アプリとの間で連携を行い、定期的にウェ

ブ上で更新可能な仕組みとし、354 項目の堆肥データが利用可能である（図１）。 

３ 施肥計算は千葉県主要農作物等施肥基準に設定がある品目に対応しており、目標値

に沿って、堆肥の肥効率を考慮しながら窒素で最適化する仕様とした。資材価格を入

力することで施肥コストの計算も可能で、複数パターンでの計算比較や、計算した結

果の画面を PDF 形式で保存可能な仕組みとした（図２）。 

４ 施肥アプリは、スマートフォン等でアクセスした後の操作は、品目→肥料→堆肥→

有機質資材→計算結果、の流れで利用可能な仕組みとした（図２）。 

 

 

 

 



［留意事項］ 

１ 千葉県で過去に開発した「エコ FIT」は窒素、りん酸、加里の３成分で最適化を図

るが、施肥アプリはスマートフォンでの操作の簡便性を優先しており、窒素での最適

化を図る仕様となっている（表１）。 

２ 令和６年度より施肥アプリの現地実証に取り組んでおり、本格運用は令和８年度を

見込んでいる。 

 

［普及対象地域］ 

県内全域 

 

［行政上の措置］ 

 

［普及状況］ 

 

［成果の概要］ 

 

図１ スマートフォンで利用できる施肥アプリの概念図 

 

 



 

        

図２ 施肥アプリの品目選択画面（左）と計算結果画面（右） 

 

表１ エコFITと施肥アプリとの比較 
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